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平成19年度

　｢新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム｣

選定理由書

大学・短期大学・

高等専門学校名
秋田県立大学

プログラムの名称 薫風・満天フィールド交流塾が育む人間力

　（選定理由）

　秋田県立大学においては、学生支援を行う教職員の資質向上のため

のFD・SD活動に積極的に取り組むなど、包括的な支援の実効性確保

のための取組を着実に実施されています。

　今回申請のあった「薫風・満天フィールド交流塾が育む人間力」の

取組は、大学が保有する豊かな環境資源を活用し、自然を教育者と見

立て、若者の人間力を育むことをねらっているものであり、「人間力向

上」という新たな社会的ニーズに対応した地方大学ならではの特色あ

る学生支援であると考えられます。

　本取組は、学生に自然や農業との交流で「遊び］を経験させ、その

　「遊び」を起点として、人や社会に対する様々な「気づき」を持たせ、

最終的に「人間力向上」を図るというものであり、この「遊び」に向

けたエネルギーを利用して、様々な「気づき」に到達させようとする

ところに、本取組のアイディアがあると考えられます。

　地域との連携、農学系サークルの大学間ネットワークの構築など、

学外との連携も計画されており、この取組の社会的効果が期待され、

他の大学等の参考となる優れた取組であると言えます。



１．活動メニュー等

平成19年度「薫風･満天フィールド交流塾｣の活動状況

(平成20年2月1白日作成)

月　日 内　　容 説　　明

12月９日
ハタハタ満喫体験

薫風･満天フィールド交流塾開塾式

男鹿市北浦漁港見学､大潟キャンパスフィールド教育研究センター(大潟キャンパスFC)で試食

大潟キャンパスFCで実施

12月16日 ハタハタ鮨の製造体験 武田水産株式会社工場内で製造(男鹿市北浦)

12月23日 アイスキャンドルづくり 大潟キャンパスでつくる

12月24日 アイスキャンドル飾り付け､点灯 大潟キャンパス学生寮前で実施

１月１９日
ハタハタ鮨試食 １２月１６日製造したハタハタ鮨の試食(大潟キャンパスFC)

きりたんぽ鍋づくり体験 きりたんぽづくり、きりたんぽ鍋づくり試食(大潟キャンパスFC)

2月2,3,15.16日 薫製作り 本物の薫製作り(大潟キャンパス)

2月15,16日 他大学との交流 宮城大学自然研究部と本学のサークル｢草っこ｣等が交流(大潟村､大潟キャンパス)

2月16日 交流塾雪まつり クロスカントリースキー､かまくらづくり、石焼き鍋作り体験(大潟キャンパスFC)

春休み期間中 学生が希望する活動支援 釣り、山歩き等季節に応じた活動支援(地域､大潟キャンパス)

注)大潟キャンパスにはアゲリピジネス学科榛(S,4年次)およびフィールド徹宵研究センターがある

２．フォーラム等の参加

月　日 内　　容

2月9,10日 平成19年度｢大学教育改革プログラム合同フォーラム(横浜)｣参加､ポスター発表

2月19日 文部科学省｢新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム｣地域別意見交換会｢東北地区｣に参加･発表

3.新聞等での記事掲載

喩．

月　日 新聞社等 説　明（記事タイトル）

12月7日 記者会見 河北新報社･秋田魁新報社･読売新聞社が取材

12月８日河北新報社 学生の｢遊び塾｣開講あす･秋田県立大

12月８日 秋田魁新報社 遊びで｢人間カ｣育成県立大が新プログラム

12月8日 読売新聞社 ｢遊び｣活用体験学習県立大かまくら作りやクロスカントリー

12月９日 秋田放送(ABS)取材 ハタハタ満喫体験を取材

12月15日 秋田魁新報社 県立大･体験プログラムハタハタ料理に挑戦学生15人男鹿で漁港も見学

12月17日 秋田放送(ABS) ニュース(リアルタイム)放映

2月1日 秋田県全戸配布広報紙 特集薫風･満天ﾌｨｰﾙﾄﾞ交流塾が育む人間力～秋田県立大学～

2月14日 旺文社
大学受験｢パスナビＪＨＰ学校注目情報

学生の行動力や社会性を養う｢薫風･満天フィールド交流塾｣秋田県立大学

2月18日 秋田魁新報社 県立大雪まつりかまくら体験大潟村宮城大からも参加

4.会議

月　日 内　　容

11月９日 第1回拡大塾運営チーム会議

11月16日 第2回拡大塾運営チーム会議

11月26日 第3回拡大塾運営チーム会議

|1月28日 第1回交流塾本部会議

12月3日 第４回拡大塾運営チーム会議

12月７日 第5回拡大塾運営チーム会議

12月17日 第6回拡大塾運営チーム会議

12月21日 第7回拡大塾運営チーム会議

1月7日 第8回拡大塾運営チーム会議

1月18日 第9回拡大塾運営チーム会議

1月25日 第10回拡大塾運営チーム会議

１月28日 第1回交流塾実施委員会会議

2月1日 第11回拡大塾運営チーム会議

2月14日 第12回拡大塾運営チーム会議



｢薫風･満天フィールド交流塾｣入塾申し込み用紙
藻

，

希望する分野(該当する分野の番号を○で囲む)

　１．自然一叢との交流　2.人との交流(サークル活動) 3.社会との交流 4.社会への発信

II生には、「活動報告書の作成j、「剱生活動報告会への参加」およびr･人間力向上に閣する評価への協力.jなどを

お薗いすることになります。
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平成20年1坦1日掲示開始
ｊ

第４回塾企画活動メニュー

活動内容ハタハタ寿司試食体験

　　　　　　　ぎりたんぽづくりときりたんぽ鍋調理試食体験

活動日　１月19日(土)

活動場所　大潟キャンパス

送迎バス　汪＜⊇;……1ｭ､､午前9時30分出発

　　　　　(センター試験のため学校内には立ち入りできません)

概　　要｢第2回活動メニューハタハタ寿しの製造体験｣でつくった

　　　　　ハタハタ寿しの試食｡きりたんぽづくり、きりたんぽ鍋づくりと試食

申込締切１月１８日(金)



平成20年]旧11日掲示開始

薫風・満天フィールド交流塾

郷土食づくりと試食体験をしてみませんか。

活動内容　ハタハタ鮑の試食　たんぽときりたんぽ鏑づくり・試食
活動日　１月１９日（土）１０時～１４時頃
出発時間　追分駅　午前９時３０分（バスで送迎いたします。）

活動場所　大潟キャンパス・フィールドセンター（集合時間：午前１０時）
概　　要

・ツバ釜でご飯を炊いて、たんぽづくりを体験する。
・きりたんぽ鍋をつくる。

・きりたんぽ鍋完成後、１２月１６日に塾生が製造したハタハタ寿しと一緒に試食する。
　　（お昼頃を予定）
・参加料は無料です。

※ハタハタ寿しはたくさんありますので､お裾分けがあるかも?欲しい方は入れ物を持参し
　た方が得かも?

申込締切　準備の都合上、１月１８日（金）

　『事務局へ必着のこと。電話・メールでも可
』　■・・　　　還･■　　　■

午前中とします。

　･･■s-･'･　--'圖'゛－s-U rsMbi　/　″'ゝU "JOJ
今回は、冬休み、今後の日程から実施日が限定され、

とをご了承ください。
とりまとめ期間が短くなっているこ

参加を申し込まれる方は、下記の申込書に記載のうえ事務局へお届けください。

　　　/－-〃　-J-皿-J＝-=　　　　　＝　　　＝(電話:0185-45-9651 メールアドレス:ku耶u-manten@akita-pu.aejp　）

※先般のハタハタ鍋の調味料としてしょっつるを使用しましたが、しょっつる製造元の

　諸井秀樹さんから秋田キャンパスで/’£｡よっつｊｊ･６－－､汐盆戈’忿差;考;;ili5./として
　の講演がありますので、受講をお奨めします（専門基礎科目「食文化と地域」の講義

　にて実施）。日時はｌｊ１８日（金）午前８：５５～９：２０、場所はＡ３０３です。

　受講するにあたり申込みは必要ありません。直接A303へお越しください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切り取り線|-■■■a■--■■■■■--■･-■■■■■a-■--■｡■■■■-♭-J-■■■■■山■

「郷土食づくりと試食体験」参加申込書

氏　　名 学　科 学年 学籍番号 連絡先(携帯番号) メールアドレス

送迎バス利用

(いずれかに○)

有　　無

有　　無

有　　無

いよ

ｰ

引こして

ｰ－
ださい，

※参加者の個人情報は、薫風・満天フィールド交流塾活動メニューの参加者を取りまとめ、連絡調整に

　使用するものです。他に提供することはございません。
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